
「幸せ花壇」のメンバーが育て
たヒマワリが来店客の目を楽し
ませました。

7 2

女性部藤
枝ブロック

大洲支店

フレイル（虚弱）・認知症の基礎

知識と予防体操を学びました。
7 22

女性部た
んぽぽの

会

支部長、班長研修で古紙のリサイクル工場を見学しました。

7 4

女性部焼津ブロック

藤枝市学校サポーターズクラ
ブより依頼を受け、高洲小学
校５年生児童の家庭科の授業
をサポートしました。

7 9
11

女性部藤
枝ブロック

高洲支店

　全国のJAには、主に農業を営む男性で構成さ
れた「青壮年部」、食や農に関心のある女性で構
成された「女性部」という組織があります。現
在、JA大井川では、青壮年部員203人、女性部
員1,277人が加入し、JAと共に地域貢献を目的
として、さまざまな活動に取り組んでいます。

僕たち私たち、今日も元気に活動中！

青壮年部・女性部
活 動 紹 介

青壮年部・女性部

私たちと一緒に
活動できる仲間を募集！

お近くの営農経済センター
にご連絡ください部 員 募 集

ＪＡ大井川３０周年記念として「女
性部川柳大会」を開催し、３６７点
の応募がありました。審査の結果、
入賞された作品を紹介します。

楽
し
み
を

共
に
笑
い
話
す
友
が

こ
こ
に
い
る

平
井
智
恵
子
様

女
性
部
賞

年
会
費

楽
し
く
集
っ
て

ワ
ン
コ
イ
ン

大
畑

幸
子
様

女
性
部
賞

ポリシーブック
※作成のため東京都

千代田区

のJA全中で勉強会
を行ったあと、井

林辰憲

衆議院議員と意見
交換をしました。

7 18

青壮
年部

　農業を取り巻く環境が厳しいなか、生産現場の声を届
けるために井林辰憲衆議院議員、藤木眞也参議院議員と
意見交換を行いました。
　これからは、消費者の皆さんにも農業
の現状を伝えて共通認識を持ってもらえ
るよう働きかけていくことが必要だと思
います。ポリシーブックの作成を通じ
て、自分たちのやるべきことを明確にし
てこれからも活動していきます。

青壮年部　委員長　藤中康彦さん
※ポリシーブック…自分たちのめざす農業のあり方を組織内外に
　　　　　　　　　発信する政策・方針集

みかん

米

　
９
月
は
、
早
生
温
州
や
普
通
温
州
は
仕
上
げ
摘
果
、

極
早
生
温
州
は
樹
上
選
果
を
行
う
時
期
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
浮
皮
が
発
生
し
や
す
い
気
象
条
件
に

な
る
た
め
、
浮
皮
対
策
は
必
ず
実
施
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

極
早
生
品
種
の
樹
上
選
果

　
樹
上
選
果
は
あ
ら
か
じ
め
商
品
価
値
の
低
い
果
実

を
収
穫
前
に
落
と
し
て
お
く
作
業
で
す
。
病
害
虫
被

害
果
や
風
ス
レ
果
、
日
焼
け
果
、
極
小
玉
果
、
極
大

玉
果
は
収
穫
し
て
も
商
品
性
は
低
い
た
め
樹
上
選
果

で
落
と
し
て
お
く
ほ
う
が
効
率
的
で
す
。
収
穫
時
期

に
備
え
て
、適
正
葉
果
比（
20
～
25
葉
／
果
）に
な
っ

て
い
る
か
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

早
生
、
普
通
温
州
の
仕
上
げ
摘
果

　
早
生
、
普
通
温
州
で
は
、
仕
上
げ
摘
果
の
時
期
と

な
り
ま
す
。
商
品
性
の
高
い
果
実
を
残
し
な
が
ら
、

適
正
葉
果
比
（
早
生
温
州
：
20
～
25
葉
／
果
、
普
通

温
州
：
25
～
30
葉
／
果
）
と
な
る
よ
う
に
仕
上
げ
て

い
き
ま
す
。

病
害
虫
防
除

　
9
月
～
10
月
は
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
が
急
増
し
や
す
い

時
期
で
す
。
被
害
果
は
商
品
価
値
の
低
下
を
招
く
た

め
、
発
生
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
同
一
系
統

の
殺
ダ
ニ
剤
の
連
用
は
薬
剤
抵
抗
性
を
獲
得
し
や
す

い
た
め
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

黒
点
病　

　
「
ペ
ン
コ
ゼ
ブ
水
和
剤
」

　
５
０
０
倍
（
30
日

－

４
回
）

※
黒
点
病
は
発
病
適
温
が
20
～
27
℃
、
多
雨
で
発
生

を
助
長
し
ま
す
。
黒
点
病
防
除
後
、
30
日
経
過
す

る
か
累
積
降
雨
量
が
２
５
０
㎜
に
な
っ
た
時
点
で

薬
剤
の
効
果
が
弱
ま
る
の
で
、
黒
点
病
の
再
防
除

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

チ
ャ
ノ
キ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
、
カ
メ
ム
シ

　
「
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
」

２
０
０
０
倍
（
前
日

－

３
回
）

ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ

「
ダ
ニ
ゲ
ッ
タ
ー
フ
ロ
ア
ブ
ル
」

２
０
０
０
倍
（
前
日

－

１
回
）

※
７・
８
月
に
引
き
続
き
、
果
皮
障
害
軽
減
を
目

的
に
バ
イ
カ
ル
テ
ィ
１
０
０
０
倍
を
混
用
散
布
し

ま
す
。

落
水
時
期
を
適
切
に

　
落
水
時
期
の
目
安
は
、
概
ね
刈
取
り
７
日
～
５
日

前
と
し
ま
す
。
早
期
落
水
に
よ
る
極
端
な
土
壌
の
乾

燥
は
胴ど
う

割わ
れ

米ま
い

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

収
穫
適
期
の
判
断

　
収
穫
は
ほ
場
ご
と
十
分
に
観
察
し
、
適
期
刈
取
り

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
緑
色
の
も
み
が
５
～
10
％
ま

で
減
っ
た
頃
が
収
穫
適
期
で
す
。

　
出
穂
か
ら
収
穫
時
期
ま
で
の
日
数
の
目
安
は
以
下

の
通
り
で
す
。

コ
シ
ヒ
カ
リ　
35
日
前
後

き
ぬ
む
す
め　
40
日
前
後

あ
い
ち
の
か
お
り
Ｓ
Ｂ
Ｌ　
45
日
前
後

　
収
穫
が
適
期
よ
り
早
す
ぎ
た
場
合
に
は
未
熟
米
が
、

収
穫
が
適
期
よ
り
遅
す
ぎ
た
場
合
に
は
胴
割
米
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

※
今
年
は
猛
暑
に
よ
り
例
年
と
比
べ
て
稲
の
生
育
ス

ピ
ー
ド
が
早
い
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
後
の
管
理

　
収
穫
は
乾
燥
機
の
乾
燥
能
力
に
合
わ
せ
て
計
画
的

に
行
い
、
収
穫
し
た
も
み
は
速
や
か
に
乾
燥
作
業
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
生
も
み
を
長
時
間
積
ん
で
お
く

と
、
着
色
粒
や
斑
点
米
（
ヤ
ケ
米
）
な
ど
の
発
生
原

因
に
な
り
ま
す
。

　
も
み
を
乾
燥
す
る
場
合
は
す
ぐ
に
点
火
せ
ず
５
～

６
時
間
の
通
風
循
環
を
行
う
、
乾
燥
機
へ
の
投
入
量

は
６
～
７
割
に
抑
え
る
な
ど
の
乾
燥
ム
ラ
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　
出
穂
後
の
高
温
や
刈
遅
れ
な
ど
に
よ
り
胴
割
れ
が

予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
日
中
は
常
温
で
通
風
乾
燥
と

し
、
点
火
し
た
場
合
も
水
分
の
減
少
を
毎
時
0.5
％
以

下
と
な
る
よ
う
ゆ
っ
く
り
乾
燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
も
み
水
分
量

14.5
％
を
目
安
に
乾
燥
を
終
了
し
て
く

だ
さ
い
。
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
で
は
水
分
計
で
実
際

の
水
分
量
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

後期摘果で品質向上

収穫期の管理 農業経営支援課　山村 哲平農業経営支援課　山村 哲平

果樹林産センター　青島 大貴果樹林産センター　青島 大貴
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